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１．研究計画の概要 
近年世界的に環境保全, 防災保全のた

めのリサイクル骨材及び建設廃棄物の再
利用が注目されている．日本でもリサイク
ル材料の処理に毎年多額の経費が費やさ
れている．これらの材料の有効利用を進め
る上でその材質，強度，経済性，環境への
負荷などに対する精密で信頼性の高い手
法を発展させなければならないが，未解決
の技術的問題が山積しているのが現状で
ある． 
本研究では，以下の研究項目を通して環

境保全, 防災保全を考慮したリサイクル
材によるポーラスセメント複合材等の性
状を研究し，それらが構造物を構成する材
料として利用できるような技術の創成を
目的としている． 
1． 種々のリサイクル材料を用いたポー
ラスセメント複合材の強度性状に関する
研究 

2． 建設廃棄物を利用したポーラスセメ
ント複合材の透水性及びクリープ試験に
関する研究 

3． リサイクル材を用いた各種構造物に
対する設計手法の確 

4． セメント複合材の最適設計及び有効
利用法の確立． 

 
２．研究の進捗状況 
種々のリサイクル材料を用いたポーラス
セメント複合材の強度性状に関する研究
を行った。補強土工法への適用を念頭に置
いてモルタル内の高張力ワイヤーメッシ
ュからなるセメント複合材の性能を検討

した。つまり，高張力ワイヤーメッシュに
よって引張り強度が確保される一方，埋込
め土とセメントモルタル間には十分な大
きさの摩擦抵抗が発生する。これらの条件
は個々にコントロールすることができる
ので与えられた条件の下で複合材として
の最適設計が可能となる。本研究では，ま
た，引抜きテストやせん断テストによる複
合材エレメントの破壊メカニズムの解析
とそれに伴う応力技術を考察した。そのた
めに複合材としての引抜き強度，ワイヤー
メッシュの引張り強度，セメントモルタル
の配合に関わる接触強度などを明らかに
した。リサイクル骨材や建設廃棄物用いた
ポーラスセメント複合材については，日本
国内及び海外の研究者あるいは研究グル
ープによって検討が進められている．自然
と生態のバランスに対する要求が高まる
中で，既存の施設物がその排水性，強度の
みならず耐久性，環境制御機能や植性能を
備えていることは重要である．これらに対
処するためにはリサイクル材を使った新
素材の開発が緊急の課題である．地表水の
透過性と地下水の貯留性に対して透水性
ポーラスセメント複合材の開発は有効な
役割を果たす．階段状農地でサンドウィッ
チパネル状に配置されたリサイクル骨材
及び廃棄物を用いたポーラスセメント複
合材は効率的に非耕作地を耕作可能な土
地に変えることができる．再生コンクリー
トは，石，舗装材，レンガ，木片といった
廃材で構成されるので環境に優しく，また，
材料の入手が比較的容易で，運搬コストも
大きく縮減されることが明らかとなった。 
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３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
十分な摩擦抵抗と伸張力を持つセメント複
合材の開発は，補強土工法にとって重要な材
料となるため，補強土工法への適用を念頭に
置いた，モルタル内の高張力ワイヤーメッシ
ュからなる新素材の性能について検討を行
った．この新素材は，高張力ワイヤーメッシ
ュによって引張り強度が確保される一方，埋
込め土とセメントモルタル間に十分な摩擦
抵抗が発生するとともに，これらの条件を
個々にコントロールでき，与えられた条件の
下において複合材として最適設計が可能と
なる．従前よりセメント材料の研究は，物質
開発とその解析・理論的解釈が協力し合う学
際的・学問的領域であったが，それを構成す
る高張力ワイヤーメッシュの摩擦抵抗，およ
びセメントモルタルの破壊メカニズムにつ
いての研究は十分ではなかった．本研究では，
各種試験により，せん断・引抜き破壊，モル
タル破壊，メッシュ破壊および付着破壊の状
況観察から，セメントの破壊メカニズムの解
明を行うとともに，それに伴う要素内応力に
ついての考察も行い，新素材であるセメント
複合材開発の有効性について明らかにした．
その結果は、最近には査読審査付き論文は
2006 年には 3 編、2007 年には 5 編、2008
年には 7 編、紀要には 2 編、国際学会や国内
学会発表には 20 編といった形で結実した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ポーラスセメント複合材の透水性及び力学
試験などによって研究を継続して行い，その
完成を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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